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平成18年 度 意匠学会賞および意匠学会論文賞

学会賞選考委員会

委員長 並 木 誠 士

学会賞

該当者な し

論文賞

吉村典子 「グラスゴーの都市再生プロジェク トー 文化都市の確立 とその後:「 未来の家」

を例に一 」(『デザイン理論』47号 所収)

〈推薦理由〉

本論文は,イ ギリスの工業都市グラスゴーの都市再生プロジェク トを対象 とし,ア ンケー

ト調査 という手法を用いて,そ の実態と意義を明 らかにすることを試みたものである。

アンケー ト結果の解釈に関 しては,恣 意的にな らず客観的であることの困難さがつねにと

もなっている。さらに,ア ンケー ト自体が目的化 しないように注意することも必要である。

その点,本 研究はきわめて慎重に作業が進め られている。その慎重さ故に,結 論部分に物足

りなさを感 じないではないが,こ の点については,今 後 もより一層の実地調査を踏まえて,

多角的 ・多面的にデータを充実させてゆ くことを期待 したい。 さらに,イ ギリスのタイルに

ついての著者のこれまでの研究と今回の調査が将来的に高次の結合をすれば,そ れは生活空

間をめぐる総合的な研究としておおきな成果となると考えられ,こ の点で も今後の展開が期

待できる。

文化都市 としてグラスゴーが再生 してゆ く過程は,お そらく日本の地方都市のまちづ くり

にとっても参考になる部分がある。そのような社会的意義をも有するという点で,本 論文は,

意匠学会論文賞に値すると考えた。
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